
１　学校教育目標 ２　本年度の重点目標

３　目標・評価

①生徒一人一人の学習状況等に応じた『伸ばす教育・伸びる教育の推進』

領域 評価項目 評価の観点
（具体的評価項目）

具体的目標 具体的方策 達成度 成果と課題
(左記の理由） 具体的な改善策・向上策 担当分掌（部）

教
育
活
動

●学力向上 生徒の学力の向上を図ることができたか

①各教科で課題の調整を行い、１週間の家庭学
習時間の平均を、１，２年生は１５時間以上、３年
生は２０時間以上にする。
②各学期末成績で欠点保持者を１割未満にする。
③進研模試の学習到達ゾーンで、B2以上を増や
す（1年1月40人，2年1月30人，3年11月25人）。ま
た、Ｄ層を減らす。

① 各教科で具体的に家庭で取り組むべき内容を
指示し、提出指導の徹底を図る。また、機会ある
ごとに家庭学習習慣を呼びかける。３年生におい
ては、高校総体及び白高祭（学校祭）からの気持
ちの切り替え指導に重点をおく。
②普段の課題の未提出者には、必ず個別の指導
をする。考査前には成績不振者に指導を行う。ま
た、学期ごとに成績状況をこまめにチェックし指導
を行う。
③考査前、考査期間中の家庭（学校でも）学習の
状況については、学年主任や担任に取り組み状
況を確認し、期末考査後には取り組み結果を全校
集会時に伝える。

C

①課題提出の徹底や家庭学習の習慣化が不
十分であった。また、学年によって家庭学習時
間に偏りがみられた。３年生については、切り
替えができたかよりも、推薦入試等で早めに進
路が決定した生徒との足並みが揃わなかっ
た。
②課題の未提出者が同じであることが多くみら
れた。これが成績不振の原因であることもあ
り、早めの指導が必要となった。
③家庭学習の意識の徹底はもとより、学校で
学習する雰囲気の醸成や環境整備の重要性を
日常的に説いていく必要性がある。

①生徒の進路の多様化が進み、生徒の進路意
識も幅広くなっている。そのため、課題に対する
取り組みの意識向上とともに、進路意識を高め
ることで学力向上の意識につなげる。
②課題未提出者には放課後学習会の設定や
部活動停止の措置を取るなど、必ず提出する
意識を持つようにする。
③家庭・学校を問わず、学習が必要であるとい
う雰囲気の醸成を図る。放課後特課に加え、朝
テスト、任意・必須の放課後学習会、成績不振
者の早期指導、褒賞・罰則の導入など。

進路指導部

教務部

1年・2年・3年

教
育
活
動

〇教育の質の向上に向
けたICT利活用教育の
実施

ICT利活用教育の推進により、生徒の意欲や学力
は向上したか

①教師が、生徒の視覚的・聴覚的な情報の活用を
通して学習内容に興味・関心を持てるようにし、学
習に対する意欲を高めるようにする。
②教師が、授業においてICTを利活用することの
効果を高めるために、授業内容の効果的な提示・
展開・記録等を行う。
③生徒が、学習に必要な情報を収集したり、繰り
返し学習によって知識の定着を図ったりしやすい
ようにする。

①授業内容に関係する画像・映像・図表・グラフ・
音声・楽曲等を提示し、内容に集中して取り組め
るようにする。
②効果的な提示方法やタイミングの検討、提示内
容の吟味、展開・記録方法等の検討を行う。
③情報収集のために必要な時間を設けたり繰り返
し学習を行うための教材・資料等を作成したりする
ようにする。

B

①95％以上の生徒が「学習に対する意欲や学
力の向上に役に立っている」と回答していること
から、生徒に対する効果は十分に発生している
と考えられる。
②年度途中で電子黒板が変更したこともあり、
前年度より「授業の準備がしやすくなった」「授
業が効果的に行えるようになった」との回答が
減少している。
③使用できる教材が教科ごとに異なるので、各
教科に合わせたきめ細かい案内が必要だった
が、不十分であった。

①生徒の意欲や学力は、「ICT利活用教育の推
進」を含め、様々な要素から向上していくものと
考える。そのきっかけとして興味・関心を高める
ことの効果は重要であるため、今後も継続して
いきたい。
②効果的な提示・展開・記録等についての研修
や、各教科内での検討会等を行い、より良い方
法や新しい方法の開発を目指す。
③校内・校外に関係なく研修や資料の提供を
増やす。

企画部

教
育
活
動

○希望進路の実現 生徒一人一人の希望進路は達成できたか

①難関大学複数名をはじめとする国公立大学進
学希望者のうち２０名以上の現役合格を目指す。

①成績上位者には特別指導を実施することで、難
関大学合格へ向けた十分な対策を行う。また、生
徒の受験機会を一般入試に限定せず、ＡＯ・推薦
入試に向けた個別指導の対策にも力を入れる。
②模試後には成績状況を提供し、各教科で生徒
の学力を把握することで、適切な教科指導を行う。

C

①成績上位者には特別指導を施したが、思う
ように成績が伸びず、難関大学に挑戦させるこ
とができなかった。AO・推薦入試向けた個人指
導については、ある程度の結果が出せたと思
う。
②模試後に成績状況を先生方に報告すること
ができた。その結果、例年より成績を向上させ
ることができた。

①成績上位者に対して特別指導を行うことは
今後とも行う必要があるが、もう少し早めに実
施しなければ成績は向上させることができな
い。
②模試後に成績状況を各教科及び学年に提供
することは今後とも行われるべきだが、提供し
た後に各教科及び学年に分析をしてもらい、今
後の指導に生かすところまでするべきである。

進路指導部

教
育
活
動

○読書習慣の定着 生徒の読書への意欲や活動は活性化したか

①新しい図書の配置と、よりよい蔵書購入及び啓
蒙を図る。
②クラス単位の読書量を増やす。

①「特集コーナー」を設けて知的触発をする。
②図書委員で管理する「学級文庫」ついては、寄
贈図書を活用し、配布冊数を増やすなど充実を図
り、クラスでの読書環境を整える。

A

①「特集コーナー」を設けたことで、生徒の興味
喚起や進路意識向上につながった。
②「学級文庫」の効果もあり、各クラスの貸し出
し数が増えた。

①図書部会で作成した「とにかく読もう」にある
推薦図書を展示し、読書の推進を図る。
②生徒の希望図書を「リクエストカード」を利用
して導入するとともに、図書館来館を促す。

教務部

②生徒一人一人の関心・意欲に応じた『進路ガイダンスの充実』

領域 評価項目 評価の観点
（具体的評価項目）

具体的目標 具体的方策 達成度 成果と課題
(左記の理由） 具体的な改善策・向上策 担当分掌（部）

教
育
活
動

○進路意識の向上
３年間を見通して計画的に進路情報を与えること
はできたか、また、そのことによって生徒の進路に
対する意識は向上したか

①将来学びたい学問分野と現代社会のトレンドや
問題点を意識させる。
②高大連携授業、職場体験活動などの学校外で
の活動にも参加者を増やす。また、オープンキャ
ンパスや進路ガイダンスへの参加者を増やす。

①『白高進路情報』に小論文指導に役立つ新書を
学問分野別に一覧にし、総合学習や推薦入試・Ａ
Ｏ入試の受験時に生徒に活用させる。また、社会
問題や最新科学等を扱った映像ライブラリーを作
り、生徒が教養を身に付けたりや社会背景を知っ
たりする手段の一助とする。
②進路講演会（全）、大学説明会（全）、オープン
キャンパス（全）、進路ガイダンス（全）、キャリア教
育講演会（全）、合格体験発表会（1,2年）、実習生
講話（1,2年）、志望理由書面接講座（2,3年）、大学
訪問（1年）、仕事について学ぼう（1年）、ジョイント
セミナー（2年）を進路指導部で主導し、生徒の進
路意識を啓発するのに役立てる。

B

①『白高進路情報』に小論文指導に役立つ新
書を学問分野別に一覧にし、提供した。また、
映像ライブラリーを作り、生徒に提供した。一定
の効果はあったと思うが、特に映像ライブラ
リーの利用が少なかったと思う。
②進路講演会（全）、大学説明会（全）、オープ
ンキャンパス（全）、進路ガイダンス（全）、キャリ
ア教育講演会（全）、合格体験発表会（1,2年）、
実習生講話（1,2年）、志望理由書面接講座（2,3
年）、大学訪問（1年）、仕事について学ぼう（1
年）、ジョイントセミナー（2年）を進路指導部で
すべてを主導し、実施することができた。

①『白高進路情報』に小論文指導に役立つ新
書を学問分野別に一覧にし、プリントにして提
供するとともに、図書館にも協力してもらって購
入、提供することが必要だと思う。また、映像ラ
イブラリーを作り、生徒に対してプリントなどで
も内容を提供しテイクことも必要になってくると
思う。
②進路講演会を初めとしたさまざまな企画は今
後とも進路啓発事業として必要である。ただ、
生徒がどのように受容しているのか不明確なと
ころもあるので、今後はClassiなどを利用して
PDSIサイクルを生徒に作らせ、生徒に進路に
ついてさらに考えさせる機会を設けたい。

進路指導部

1年・2年・3年

教
育
活
動

○「総合的な学習の時
間」を通した進路意識の
向上

１年：自分の進路について考え、それに沿ってグ
ループで研究することができたか
２年：自分の進路実現の方策について研究し、個
人で研究することができたか
３年：入試に応じた研究をするとともに、志望理由
についても明確にすることができたか

①１年：「夢を創るとともに、知る」
　・自己理解等を通して将来を見つめる。
　・グループで自分の問題を探る。
②２年：「夢を実現するために、深める」
　・大学の学部・学科等の研究をする。
　・個人で自分の分野の問題を探る。
③３年：「夢を実現するために、次へ進む」
　・自分の進路に応じた研究をする。
　・自分の進路志望理由を確認する。

①１年：「夢研究」においてワークシートを用い、自
己理解に基づいて夢を確認する。また、グループ
研究において自分の分野の問題について考えさ
せる。
②２年：職業・学部・学科についてまとめさせる。ま
た、個人研究において自分の分野の問題につい
て考えさせる。
③３年：個人研究において自分の分野の問題につ
いてまとめさせる。また、自分の進路に対する理
由書を完成させる。

B

①②年度当初の計画に基づき、各学年の「総
学」担当者の指示により取り組むことができた。
３学期には「夢を形に　プロジェクト」発表会を
開催し、１年生は６グループによる発表を、２年
生は８名の代表者による発表を行うことができ
た。その際、発表者以外の生徒は、評価を行う
ことで活動に取り組んだ。しかしながら、昨年ま
でに比べ発表時間が短くなる傾向があった。
③個人の進路に向けて研究を進め、必要とな
る理由書をまとめることができた。

①次年度は、１年生においては、商業科キャン
パスの生徒と合同で「総合的な探究」発表会を
開催する方向で計画を進めたい。また、発表会
の際には、近隣の中学校にも事前に連絡をし
て、発表を見てもらうことで、より白石高校を身
近に感じてもらえるようにしていきたい。 教務部

平成31年度（2019年度）佐賀県立白石高等学校（【新設】佐賀県立白石高等学校 普通科キャンパスを含む）学校評価計画

高い志と進んで責任を遂行する強い意志を持ち、社会に貢献できる、知・徳・体の調
和のとれた、心身ともに健全な人材を育成する。

①生徒一人一人の学習状況等に応じた『伸ばす教育・伸びる教育の推進』
②生徒一人一人の関心・意欲に応じた『進路ガイダンスの充実』
③ハイレベルな文武両道を目指す『質の高い授業』と『行事・部活動のバランス』
④規範意識や礼節、報恩感謝などの素養を育むことによる『品格のある校風の醸成』
⑤家庭や地域社会との相互理解による『信頼される学校づくり』
⑥校舎制による円滑な学校運営
⑦高校魅力づくりの推進

Ａ：十分に達成できた
Ｂ：概ね達成できた

Ｃ：やや不十分である

達成度



③ハイレベルな文武両道を目指す『質の高い授業』と『行事・部活動のバランス』

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策 達成度 成果と課題
(左記の理由） 具体的な改善策・向上策 担当分掌（部）

学
校
運
営

○教職員の資質向上
教職員の授業力向上のための研修は実施できた
か

①互見授業、および職員間の授業参観を実施し、
授業力の向上に努める。
②授業評価を実施することで生徒の授業の理解
度を把握し、授業内容の改善に努める。
③指導力向上のための研修会への参加を支援す
る。

①互見授業後の授業研究会、および授業参観後
の評価・感想を通して、授業の改善に必要な内容
を知る。
②2学期に授業評価を実施し、業績評価表にリン
クさせるとともに、授業の改善に役立てる。
③研修会や研究会等の情報提供を、積極的に行
う。

A

①各教科担当者の代表による互見授業は予定
通りに実施され、他教科の教員も参観し、評
価・感想の記入など十分に達成できた。
②授業評価を1学期末・2学期末と2回実施でき
た。集計結果を活かし、次の学期の改善につな
げることができた。
③企画部だけでなく、各分掌からの情報提供も
広く行われた。

①可能な限り授業研究会を行い、授業者と参
観者の意見交換を行うことで授業参観の効果
を高める。
②各授業担当者が集計結果を十分に検討し、
授業改善に生かせるようする。
③研修会や研究会についての情報収集を入念
に行う。また効果的な提示方法について検討
する。

企画部

教
育

活
動

○主体的な生徒会活動
主体的な生徒会活動により、生徒会や委員会活
動は活性化できたか

①各校務分掌と生徒会各部が連携を取り、各種
委員会活動の活性化を図る。

①生徒総会を実施し、各部の目標を全校生徒で
確認し、計画を実施する。 B

①生徒総会を実施し、各部の目標の周知はで
きたが、取り組みに関しては目標達成できてい
る部とできてない部で差がでてしまった。

①各部への取り組み状況に関しての声かけや
アドバイスを適時おこない、各校務分掌との話
し合いの時間などを設けるようにする。

生徒指導部
（生徒会）

教
育
活
動

○部活動の活性化 文武両道の推進を図ることができたか

①部活動加入率85％以上を目指す。
②全国大会出場2部、県ベスト4以上3部、県ベスト
8以上5部を目指す。
③完全下校時間を厳守する。

①新入生に対して両キャンパスで共同の部活動
紹介の実施や勧誘又は、見学などを行い、入部し
やすい環境を作る。
②限られた時間の中で効率の良い練習を行い長
期的な強化を図る。
③学習時間確保のためにも、下校指導を徹底し、
学習ができる環境を作る。

C

①両キャンパスでの部活動紹介を行い、部活
動加入率も８８％と目標に到達することができ
た。
②各部、積極的な活動ができていたと思うが、
目標に届かなかった。
③各部活動の部長への注意喚起や先生方の
生徒へのの声かけもあったが、下校時間を守
れていないこともあった。

①来年度は新白石高校完成年度でもあり、加
入率が上がるよう部活動紹介など力を入れて
いきたい。
②両キャンパスで協力して部活動を活性化でき
るよう顧問配置なども見直していきたい。
③部長はもちろん部活生への声かけや、顧問
の先生との共通理解を密にして取り組んでいき
たい。

生徒指導部
（生徒会）

④規範意識や礼節、報恩感謝などの素養を育むことによる『品格のある校風の醸成』

領域 評価項目 評価の観点
（具体的評価項目）

具体的目標 具体的方策 達成度 成果と課題
(左記の理由） 具体的な改善策・向上策 担当分掌（部）

教
育
活
動

○規範意識やマナー 規範意識やマナーは向上したか

①高校生らしい爽やかな身だしなみで落ち着きの
ある学校生活を送らせる。
②気持ちの良い挨拶が飛び交う学校を作る。
③問題行動を「０」件にする。

①普段の学校生活の中から職員全員で指導にあ
たり、学期に２回は服装頭髪検査を実施する。
②毎朝生徒の登校時には職員が交代で登校指導
を行い、生徒会役員が挨拶運動を実施する。
③集会やホームルームの折に、生徒に対して注
意喚起する。

B

①②毎朝生徒の登校時には、昇降口に職員が
立って、登校指導をおこない、月初めには生徒
会役員があいさつ運動を実施した。あいさつは
良好ではあるが、服装の乱れがある生徒には
その都度指導をおこなった。
③問題行動が３件おこった。日頃からの注意喚
起を徹底するべきである。

①②今後も毎朝生徒の登校指導は、全職員で
取り組んでいきたい。来年度は最低でも始業式
の後に服装・頭髪検査を実施して、日頃から身
なりを正して学校生活を送るようにしたい。
③使っている物や生命を大切に思う気持ちを
養えるような講演や指導をしていきたい。

生徒指導部

教
育
活
動

○安全や防犯 安全、防犯意識の高揚を図ることができたか

①交通事故「０」件にする。
②事故や事件に巻き込まれないように普段の指
導から未然防止に努める。

①安全・防犯・薬物に関する講話を専門機関に依
頼して実施する。
②集会やホームルームの折に、生徒に対して注
意喚起する。
③定期的に自転車の施錠点検を実施する。
④自分の持ち物や貴重品など管理を徹底させる。

B

①②生徒が安全に生活が送れるように専門機
関に依頼して講演会を実施した。今年度の交
通事故数はゼロであったが、自転車の運転に
ついて警察に指導を受ける生徒が多かった。
③④自転車点検（１回）定期券点検（２回）実施
した。体育祭期間に現金の紛失があり、教室の
施錠の徹底をよびか

①②安心で安全な学校生活が送れるように今
後も専門機関の協力を得て講演などを実施し
ていきたい。
③定期券検査は学期に１回は実施したい。
④まずは自分の持ち物や貴重品は自分できち
んと管理できるように指導し、教室や部室の施
錠を徹底させる。

生徒指導部

教
育
活
動

○情報モラルや情報セ
キュリティ

生徒の情報モラルを高め、情報セキュリティへの
意識を高めることはできたか

①個人情報について理解させ、個人情報の取り扱
いに留意させる。
②SNSの活用について指導を徹底する。
③情報モラル・情報セキュリティの重要性について
意識を高める機会を設ける。

①ホームルームや集会等での講話の中で、繰り
返し注意喚起する。
②定期的にネットパトロールを実施し、問題行動
の未然防止に努める。
③情報モラル・情報セキュリティに関する講習・研
修などの案内を行う。

B

①②③今年度はPTA総会で、SNS利用に関す
る講演を生徒、保護者対象に実施した。また、
集会の折にSNS利用に関する注意喚起をおこ
なった。今年度ネットパトロールから指導を受け
たのは７名。その都度生徒を呼んで指導をおこ
ない、指摘を受けたデータをすべて削除した。

①②③SNSの利用の仕方については、本人と
保護者が注意をして問題防止に努める必要が
ある。今年度生徒、保護者対象に講演会が実
施できたことは良かった。今後もこういう機会を
作りたい。引き続き集会の折にはSNS利用につ
いて注意を呼びかけていきたい。

生徒指導部

企画部

教
育
活
動

●心の教育 思いやりのある豊かな心をはぐくむことができたか

①ホームルーム活動や講演会等を通して心の教
育の実践を図る。
②地域への理解をすすめ、郷土を愛する心を育て
る。

①学期ごとのボランティア活動やテーマごとの講
演会を開催し、思いやりや人間性豊かな生徒の育
成を図る。
②「佐賀のことを学ぶ時間」において、講話やホー
ムルーム活動を計画し、白石や佐賀のことについ
て理解を深めるとともに、伝統行事への参加や郷
土料理実習などの体験の機会を設ける。

B

①各学年で、地域等の清掃ボランティア活動に
取り組んだ。また、性に関する講演会で性と生
に対する理解を深めたり、教育相談講演会を
通じ自己理解をすすめることができた。
②「佐賀のことを学ぶ時間」の活動や講話によ
り、郷土について理解を深めることができた。
家庭科の調理実習では地元の方を講師に招
き、郷土料理である須古寿司の由来や作り方
を学んだ。

①クラスにおける人間関係に不安を抱える生
徒も多く、状況を把握しながら、心の教育につ
ながるホームルーム活動等を計画していく。

②校内での取り組みを継続しながら、校外にお
ける行事へ参加や、地域の人々との交流を積
極的にすすめる。

保健指導部
1年・2年・3年

教務部



⑤家庭や地域社会との相互理解による『信頼される学校づくり』

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策 達成度 成果と課題
(左記の理由） 具体的な改善策・向上策 担当分掌（部）

教
育
活
動

●いじめ問題への対応
いじめの早期発見、早期対応に向け、いじめ防止
基本方針を踏まえた取り組みはできたか

①生徒の実態を把握し、いじめの未然防止に努め
る。

①生徒会でいじめ防止に関する標語やポスターを
作成し、全校生徒の呼びかける。

B

①生徒会でいじめ防止の標語とポスターを作
成し、５月の生徒総会で全校生徒に発表してい
じめ撲滅に取り組んだ。しかし、今年度いじめ
の覚知２件、認知２件であった。

①全校生徒にいじめの定義を理解させ、人を
不愉快に指せるような言動を慎むよう、ホーム
ルームや集会で生徒に指導していく。

保健指導部
生徒指導部
1年・2年・3年

学
校
運
営

○保護者との連携 学校行事等への保護者の参加者数は増えたか

①年３回の評議員会、５月のＰＴＡ総会、体育祭時
の駐車場係、文化祭時のＰＴＡバザー等への積極
的な参加を呼びかける。そのためにも、情宣活動
をしっかりしていく。

①まずは、生徒を通じて、各種行事の案内文を早
めに渡すように準備する。同時に、スクールニュー
スに案内を配付した旨の文章を載せ、保護者へ確
実に連絡内容が届くように努める。

A

①例年に比べ、学校行事への保護者の参加数
は多かったと思われる。案内文やスクール
ニュースの効果が感じられる。また、保護者の
感心も高くなっているものと思われる。

①今年度と同様に、案内の早期発出、スクー
ルニュースの有効活用を進めたい。 教務部

1年・2年・3年

学
校
運
営

○情報発信 学校情報の積極的な発信はできたか

①「白石高だより」を年5回以上発行し、学校情報
を外部に積極的に発信する。
②学校ＨＰを通じて、学校行事の内容・予定、部活
動の活動状況等を積極的に発信する。
③学校説明会、体験入学については、新白石高
校に向けての内容を吟味し、より分かり易く魅力
的なものにする。

①「白石高だより」の発行については、保護者・中
学生等へのより効果的な情報発信のための配布
方法を検討する。
②ＨＰの内容の定期的な更新を心がけ、できるだ
け新しい情報を提示する。各部活動には、少なくと
も学期ごとの更新を依頼する。また、生徒・保護者
への周知を図るため、職員もHPの最新情報を把
握できるよう情報を提供する。
③学校説明会、体験入学については、パワーポイ
ント等を利用し、分かり易いものにする。

C

①「白高だより」は今年度５回発行し、学校情報
の外部への発信に貢献した。ただし、配布方法
はこれまでと同じ紙媒体と学校HP掲載のみで
あった。
②システムの変更もあり、HP更新は順調に進
めることができなかった。各部活動による更新
も不十分であった。
③体験入学は気候を考慮して教室で動画等を
利用し、本校について伝えることができた。

①配布方法については、「白高だより」が生徒
氏名・写真などの個人情報を多く含むため、現
状以上に行うためには慎重に検討する必要が
ある。
②まずは新しいシステムに習熟することを目指
す。各部活動による更新については依頼ばか
りでは実施が難しいので、企画部による代行も
検討してきたい。
③動画等に利用できる場面の撮影を多くしてお
き、有効に活用する。

企画部
教務部

⑥校舎制による円滑な学校運営

領域 評価項目 評価の観点
（具体的評価項目）

具体的目標 具体的方策 達成度 成果と課題
(左記の理由） 具体的な改善策・向上策 担当分掌（部）

教
育
活
動

〇授業の実践 授業の円滑な実施はできたか

①出張などによる自習時間を極力抑えて、教科内
の操作や授業振替によって、実施率の向上を図
る。
②授業内容の工夫により、より中身の濃い、分か
りやすい授業を心掛ける。

①出張情報などを掌握し、可能な限り時間割操作
を行う。
②課題の工夫や年間を見通した授業計画により、
より充実した学習を提示する。 B

①授業担当者の早期情報提供もあり、円滑に
授業変更を進めることができた。
②比較的順調な授業進行であったが、２月末
に発表された一斉休校の影響で、消化不十分
な部分が残った。

①次年度も同様に授業の円滑な進行を第一に
進める。
②予期せぬ事態にも対応できるよう、課題の準
備や遠隔授業の導入を検討する。 教務部

学
校
運

営 〇学校行事 学校行事の円滑な実施運営はできたか

①両キャンパスの生徒が取り組みやすいような行
事を企画する。

①できるだけ早めに両キャンパスでの事前打ち合
わせや検討を開始し、足並みを揃えるようにする。 B

①入学式、1年生宿泊研修、2年生修学旅行、
クラスマッチを両キャンパスで足並みを揃えて
実施できた。

①新たに加わる卒業式も含め、引き続き早め
の検討開始や、双方の意見交換等をこまめに
実施することを目指す。

企画部
教務部

教
育
活
動

○部活動の活性化 部活動の円滑な実施運営はできたか

①部活動加入率85％以上を目指す。
②両キャンパスの部活動顧問間で情報を共有す
る。
③円滑なスクールバス運行を行う。

①新入生に対して両キャンパスで共同の部活動
紹介の実施や勧誘又は、見学などを行い、入部し
やすい環境を作る。
②部活動顧問会議を実施することで、両キャンパ
スの情報共有を図る。
③スクールバスの運行は、事務室と協力し部活動
に参加しやすい環境を作る。

A

①両キャンパスでの部活動紹介を行い、部活
動加入率も８８％と目標に到達することができ
た。
②両キャンパス合同の部顧問会議を開いたり、
両キャンパスの生徒会担当で会議を行うなど、
連絡を密に取り合い共通理解を図れた。
③行事などに際して、事務室と連絡を適時とる
ことができた。

①来年度は新白石高校完成年度でもあり、加
入率が上がるよう部活動紹介等に力を入れた
い。
②来年度も部顧問会議を適時開き、両キャン
パスで情報を共有し、部活動の活性化を図りた
い。
③来年度は、よりキャンパス間の往来が増える
ことが予想されるため、より事務室と連携をとり
より各行事などの良い運行方法を確立していき
たい。

生徒指導部
（生徒会）

学
校
運
営

〇学校業務 校務分掌等の円滑な実施運営はできたか

①両キャンパス間で校務分掌を平準化する。
②分掌事務を連携し相互に情報交換することで、
効率化を図る。
③協同した学校行事などを企画し、精選を図る

①各校務分掌の構成を共通化し、相互に情報交
換がスムーズに行えるようにする。
②ICTツールを利活用して、効率的かつ迅速な運
営ができるよう工夫する。
③学校業務をスリム化し、精選することで内容の
充実を図る。 C

①校務分掌の中で必要となる担当者に大きな
違いはないため、構成は整備されつつあるが、
物理的な距離があるため情報交換は十分とは
言えない。また、両キャンパスで平準化された
感はない。
②必要に応じてメールでのデータ送信、共有
フォルダの活用、テレビ電話会議などを実施
し、効率の向上に努めた。
③業務内容自体が肥大化し続けている。精選
するための時間と人的配置がない。両キャンパ
スで必要な業務そのものが異なる。

①③業務内容の精選・平準を図る担当を両
キャンパスに配置し、遂行する。
②次年度もＩＣＴ利活用を進めるが、肝心な部
分は直接相談して効率化を図る。
③各種調査・報告作業の見直し、外部委員を
含めた会議の精選、校舎制の在り方等、学校
が抱える仕事量の抜本的見直しを図ってもらえ
るよう要求を行う。

管理職
教務部

教
育
活
動

○効果的な生徒会活動 校舎間移動の円滑な実施運営はできたか

①学校行事と連携し、効率的なスクールバスを運
用することで、部活動の効率をアップする。
②相互のキャンパス間で専門性を生かし、部活動
を活性化させる。
③生徒による主体的な生徒会活動を運営する。

①校時や行事を鑑みて、より実態に合ったスクー
ルバスの運行を心掛ける。相互に連絡を取り、運
行業者と緊密に連携をとる。
②相互のキャンパス間で情報共有し、部活動生徒
の参加の実態を把握する。また、実践報告などを
行い、相互の魅力を発信する。

B

①事務の協力もあり、順調なスクールバス運行
を行うことができた。
②部活動の実施拠点、特に運動部が普通科
キャンパスでの活動が多いため、商業科キャン
パスの部活動稼働率が低くなっている。

①次年度も早めに事務との連携を図り、スクー
ルバスの運行計画を策定する。
②部活動の実施拠点を再検討し、施設の有効
活用と両キャンパスの活力醸成に努める。 管理職

教務部



⑦高校魅力づくりの推進

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策 達成度 成果と課題
(左記の理由） 具体的な改善策・向上策 担当分掌（部）

学
校
運
営

〇魅力と活力ある高校
づくり

地域と連携して高校の魅力を高める取組を推進す
ることができたか

①学校や地域の行事等を通じて相互の関係を構
築し、理解を深めあう。
②地域の小学校・中学校と関りを強めながら、本
校の魅力を発信する。
③地域との触れ合いの中で生き生きと活動すると
ともに、自己の進路や将来の目標設定において刺
激を得る。

①学校関係者と市町の行政関係者で組織した委
員会を設定し議論する。
②スポーツ交流や小学生・中学生への学習指導・
技術指導の援助を行う。
③地域の抱える課題等に関する探究的な学びを
通して、視野を広げ、深い学びへつなげる。

A

①白石・大町・江北３町の代表を委員として迎
え、年３回のチーム会議を開き、意見を聴取し
た。
②陸上・剣道・野球においてそれぞれ小・中学
生や地域住民との交流ができ、講評であった。
③総合的な探求の時間の研究領域の１つとし
て位置づけ、役場職員からの講義を聴くなどし
た。

①今年度の委員会の形を踏襲し、さらに深い
議論になるよう努める。
②スポーツ交流は陸上・剣道・野球とも年３回
を目途に交流を行う。学習指導についてはJRC
部の活動を継続する。
③地域課題への学びを系統的に行えるように、
町役場と連携して学習内容を吟味する。

管理職

本年度の重点目標に含まれない共通評価項目

領域 評価項目 評価の観点
（具体的評価項目）

具体的目標 具体的方策 達成度 成果と課題
(左記の理由） 具体的な改善策・向上策 担当分掌（部）

●健康・体つくり
望ましい生活習慣の確立と自己管理能力を向上
させることができたか

①生徒の食や健康に関する意識を高め、自己管
理能力の育成に努める。
②保健室利用者数年間８００人未満を目指す。
③保護者と連携して健康管理・生活管理を推進す
る。

①定期的な「保健だより」「食育だより」の発行や講
話を通して、食習慣や運動の重要性、健康管理に
対する意識を高める。
②毎週の保健指導部会において保健室の利用状
況を確認し、状況に応じて、スクールカウンセ
ラー・学年・保護者と連携を図る。
③１学期の三者面談時に、定期健康診断等の結
果を保護者に渡し、必要に応じて再受診を勧め
る。

B

①定期的な「保健だより」「食育だより」「教育相
談だより」の発行・保健講話に加え、食や健康
に関する情報掲示を行うことで、意識づけを
行った。
②毎週の保健指導部会や学期ごとの情報交換
会で生徒の情報共有を行い、生徒支援につな
げた。１月末までの保健室利用者は622人で、
昨年より約9％増加した。頻回来室者の対応に
ついて、学年との連携をさらに進める必要があ
る。
③１学期の三者面談時に定期健康診断結果一
覧を配布し、再受診を促した。10月には、風邪・
インフルエンザ予防についての保護者あて文
書を配布し、家庭との連携を図った。

①個々の生徒の状況に応じた保健講話等を計
画し、自己理解をすすめる。

②各学年ごとに、教育相談担当者を置き、校内
連携を強化する。

③定期健康診断後速やかに受診勧告を行い、
受診率の向上を目指す。 保健指導部

●志を高める教育 学校生活の中で、向上心を持って臨めたか

①未知の事柄に対して、知識を獲得したり体験し
ようとしたりする気持ちを醸成する。
②より難度の高いことへ挑戦しようとする気概を持
たせる。
③自己の将来の目標を明確にし、理想とする在り
様を具体的にイメージさせる。

①社会で活躍する人々の講話等を行い、刺激を
与えることで、未知の世界へ意識を開かせる。
②英検等の資格獲得や、各種コンクール及び県・
国主催の企画への参加を積極的に促す。
③本校のキャリア教育「夢を形にプロジェクト」等を
通して自らの夢や適性について考えさせ、これか
らの社会において何をなすべきかを考えさせる。

B

①講和等の機会は設けることができたが、生徒
が話を聞けていない場面もあり、十分な効果は
上げられなかった。
②資格取得やコンクール等への参加を促すこ
とができ、生徒も積極的に反応した。
③公務員や看護師等、一般的な概念しか持た
ないままに進路を決定しており、他の職種への
関心を抱かせることができなかった。

①他の講話も多く、生徒には特別な機会ではな
くなっているため、機会や講師を精選していく。
②資格取得やコンクールを各教科で受け持た
せ、生徒への積極的な参加の促しと支援を継
続する。
③異業種を希望する生徒によるディスカッショ
ン等、キャリア教育のさらなる充実を図るととも
に、全教科・全活動を通じて広く社会に目を向
ける教育を実践する。

管理職

学
校
運
営

●業務改善・教職員の
働き方改革の推進

職場全体の業務分析を行い、適切な業務の分散
などによって、学校業務の改善ができたか
職員の各自の意識改革を促し、業務に係るストレ
スを軽減し、適切な勤務時間の運用ができたか

①教職員の各自の働き方に関する意識の改革
と、業務改善の方策を図る。
②時間外自発勤務時間の「月100時間超」および
「2～6か月平均80時間超」に該当する職員数を減
らす。
③ストレスチェックに係る「高ストレス者」を「０」に
する。

①業務改革に係る職員研修を行い、働き方改革
に係る意識の啓発を図る。
②業務記録表の提出などを通して、職員の勤務
状況を把握し、早期の声かけと産業医など専門機
関の指導を合わせて、勤務時間の適切な運用を
指導する。
③職場全体を見渡した業務の分散を工夫し、業務
に係るストレスの軽減を図る。

C

①職員研修や職員会議や朝礼での声掛けを行
い、意識はするようになった。
②長時間勤務者には産業医との面談も行わせ
たが、長時間勤務が必ずしもストレスではない
こともあり、効果は薄かった。
③配慮はしたが、小規模校であり且つ校舎制
をとってもいるので、業務を分散するにも限界
があった。

①働き方改革の意義については、職員研修等
で継続して示していく。
②長時間労働のストレスによる不調者が出な
いよう、常に目配りし、実態把握を行う。
③各種調査・報告作業の見直し、外部委員を
含めた会議の精選、校舎制の在り方等、学校
が抱える仕事量の抜本的見直しを図ってもらえ
るよう要求を行う。

管理職

●は共通評価項目のうち必須項目、◎は共通評価項目のうち特定課題、○は独自評価項目

教
育
活
動


